
イランとイスラエルの対立激化で1ヵ月ぶり高値
NY原油先物相場は、1バレル=66.33ドルまで下落した後、74ドル台まで急反発する展開になった。週

前半は需要不安と石油輸出国機構（OPEC）プラスの12月以降の増産計画による需給緩和見通しを織り

込み、年初来安値（65.27ドル）に迫る展開になった。しかし、10月入り後は中東の地政学リスクを織

り込む動きが強まり、8月30日以来の高値を更新した。

イスラエルはレバノンの武装組織ヒズボラに対する攻勢を強め、10月1日には地上軍の投入に踏み切っ

た。それを受けて、イランはイスラエルに対して4月以来となるミサイル攻撃を行っている。イスラエ

ルは当然に報復を宣言しているが、イラン石油施設を対象とした攻撃が行われる可能性が警戒されると、

原油相場は上げ幅を拡大した。4日時点では報復攻撃は行われていないが、高いレベルの先行き不透明

感から売りポジションの保有が警戒され、安値から最大9.24ドル高になった。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（9月27日時点）は、原油が前389万バレル増、ガソリ

ンが112万バレル増、石油精製品が128万バレル減となった。

©Marketedge Co.,Ltd. All Rights Reserved.

原油ETF証拠金取引 
WEEKLY REPORT
2024/10/07号

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。

1

マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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中東情勢次第で急伸も、イスラエルがイラン石油施設を攻撃か？
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【展望】

中東情勢の不安定化を受けて、短期上昇リスクが浮上してい

る。イランがイスラエルに対するミサイル攻撃に踏み切った

ことを受けて、イスラエルが報復攻撃を行うのは確実な情勢

にある。焦点はその報復攻撃が石油関連施設に対するものに

なるのか、4月と同様に軍事関連施設になるかになる。

仮に石油関連施設が攻撃を受け、イランの原油生産や輸出に

実害が生じると、一気に80ドル水準まで吹き上げるリスクを

想定しておく必要がある。特に主要輸出拠点のカーグ島など

に攻撃が行われると、パニック的な買いが膨らむ可能性があ

る。イランがホルムズ海峡封鎖といった強硬策に打って出る

可能性、親イラン組織がサウジアラビアなどに対する攻撃に

踏み切るリスクも警戒されている。

一方、4月と同様に軍事施設に対する散発的な攻撃に留まり、

イスラエルとイランがともに全面戦争は望んでいないとの見

方が強まると、材料出尽くし感から利食い売りが膨らみやす

くなる。

現在は石油輸出国機構（OPEC）プラスが大規模な減産を実

施中のため、仮にイラン産原油供給の一部が途絶えても、深

刻な供給不足に陥る可能性は低い。OPECプラスが12月から

計画している減産縮小を前倒しで実施すれば、イラン産原油

供給が落ち込んだ場合でも、代替供給が可能な状況にはある。

このため、いずれにしても短期的な上昇リスクとの評価にな

るが、イスラエルとイランがどのような対応を見せるのかは

予想が難しく、今週は上下双方にブレ幅が大きい展開になり

やすい。
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